
 川岸地区山林火災復旧事業説明会 

及び第 5 回新倉山復旧協議会次第 

 

                    日時：平成 29 年 6 月 20 日（火）19：00～ 

場所：川岸支所 2 階講堂 

 

  １ 開会 

  ２ 挨拶              

  ３ 内容 

（１）復旧事業説明会 

・林業専用道大洞線について（資料①） 

      

 

・治山事業について（資料②） 

 

 

 （２）復旧協議会 

   （ア）28 年度、29 年度復旧事業について（資料③－1、③－2） 

 

 

（イ）復旧方針について 

    ①樹種の選択（資料④－1、④－2） 

 

 

    ②施業者の選択（資料⑤－1、⑤－2） 

 

 

  ４ その他 

     

 

  ５ 閉会 



H28：治山事業完了

H29：治山事業実施

H30：造林補助事業（予定）

H29：造林補助事業実施

H28：造林補助事業実施中（～８月頃）

H29：造林補助事業実施予定

H28：治山事業完了

H28～H30：林業専用道大洞線開設事業
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復旧事業全体図　1：8,000

※このほかにも間伐を実施する箇所がありますが、決定次第お知らせします。



事 業 名路 線 名

林道区分

年 度

名 称

施 行 地

縮 尺

線

年 度 施行主体
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S=1:1,000平 面 図

長野県 岡谷市 川岸

林 業 専 用 道 開 設

平 面 図
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曲 線 表

IP A I.A R T.L S.L C.L IP.L MC BCEC 緩和区間 備 考

拡幅量

1 208-20 28-20 30.0 7.6 0.94 14.8 15.0 0.75 0.60 8.0

2 126-10 53-50 15.0 7.6 1.82 14.1 21.1 1.75 1.40 8.0

3 87-40 92-20 12.0 12.5 5.33 19.3 24.1 2.25 1.80 8.0

4 205-40 25-40 27.7 6.3 0.71 12.4 29.7 1.00 0.80 8.0

5 223-40 43-40 27.7 11.1 2.14 21.1 17.4 1.00 0.80 8.0

6 123-30 56-30 12.0 6.4 1.62 11.8 20.8 2.25 1.80 8.0

7 235-50 55-50 15.0 7.9 1.98 14.6 35.0 1.75 1.40 8.0

8 165-20 14-40 50.0 6.4 0.41 12.8 18.6

9 192-20 12-20 80.0 8.6 0.47 17.2 22.0

10 190-00 10-00 33.4

11 215-10 35-10 21.5 6.8 1.05 13.2 51.9 1.25 1.00 8.0

12 237-20 57-20 21.5 11.8 3.00 21.5 18.6 1.25 1.00 8.0

13 209-00 29-00 50.0 12.9 1.65 25.3 35.1

14 185-00 5-00 63.7

15 171-40 8-20 59.9

16 194-00 14-00 20.5

172-10 7-50 34.2

158-20 21-40 50.0 9.6 0.91 18.9 111.8

200-00 20-00 50.0 8.8 0.77 17.5 61.5

163-30 16-30 50.0 7.2 0.52 14.4 36.7

188-30 8-30 101.7

102-00 78-00 12.0 9.7 3.44 16.3 30.8 2.25 1.80 8.0

84-40 95-20 12.0 13.2 5.82 20.0 30.8 2.25 1.80 8.0
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Administrator
タイプライターテキスト
平成29年度 林業専用道 大洞線 整備事業について

Administrator
タイプライターテキスト
H29 整備延長≒300m
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Administrator
タイプライターテキスト
補助事業手続き　　：29年 6月～ 7月

Administrator
タイプライターテキスト
測量設計　　　　　：29年 7月～ 8月

Administrator
タイプライターテキスト
工事発注、業者決定：29年 8月～ 9月

Administrator
タイプライターテキスト
工事期間　　　　　：29年10月～30年3月
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H30以降 整備延長≒500m
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H28 整備延長≒600m
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標準断面図
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資料①

Administrator
長方形



治山事業について　（平成28年度～平成30年度（予定）　防災林造成事業）

今後の伐採作業予定 　　　

　現在の様子（平成29年6月12日撮影） 地区 面積

※　伐採木は数m程度に玉切りし、ある程度まとめて集積します。集積の際は、杭を打つなどして、流出を防止します。

【現　状】
●日当たりの良い斜面（尾根付近、南向き斜面など）では、自然に後継樹が生え始めている。

　（コナラ、ミズナラ、クリ、ホオノキ、アカマツ、ウリカエデ、ウワミズザクラ、リョウブ、タラノキなど）

●一方で、日当たりの良い斜面でも土壌が未熟な箇所、東向き斜面、斜面下部の窪地形などでは、後継樹の自然

発生が少なかったり、草のみ（ワラビ、ススキ）で覆われている箇所がある。

【将来的な森林化】（案）
●自然発生した後継樹を活かし、その場に適合した強い森林へ育てていく。

●後継樹の自然発生が少ない箇所では、その場に合った樹種を選んで植栽する。

　（尾根付近：アカマツなど　　斜面下部～中腹部：コナラなど　　水分の多い箇所：ケヤキ、スギなど）

●すみやかに森林化するように、必要に応じて再度治山事業（下刈・除伐等）を行って育てていく。

毘沙門沢
枯損　  230本/ha
生存　　800本/ha

枯損　1,080本/ha
生存　　　　0本/ha

枯損　  650本/ha
生存　　800本/ha

枯損木の伐採を行います。
現時点で生存していても、衰弱し
ているカラマツは伐採します。

カラマツ
（部分被害）

4.09ha

4.75ha

0.68ha

伐採木　1,080本/ha
残存木　      0本/ha

伐採木　　900本/ha
残存木　   550本/ha

伐採木　　490本/ha
残存木　   540本/ha

資　料　②

樹種・被害区分

枯損木の伐採を行います。
現時点で生存していても、衰弱し
ているアカマツは伐採します。

枯損木の伐採を行います。

整備内容

アカマツ
（全木被害）

アカマツ
（部分被害）

現在の本数 伐採の程度

【蛇洞・若宮地区】 3.54ha

緑色（アカマツ全木被害） ： H28伐採完了

青色（アカマツ・広葉樹部分被害） ： H28伐採完了

【毘沙門沢地区】 9.52ha

赤色（アカマツ全木被害） ： H29伐採（7月から11月を予定）

橙色（アカマツ部分被害） ： H29伐採（7月から11月を予定）

黄色（カラマツ部分被害） ： H30伐採予定

【蛇洞・若宮地区】

【毘沙門沢地区】

【共通】

植栽：H30植栽予定

アカマツ（全木被害～部分被害）の伐採状況アカマツ（全木被害）の伐採状況

アカマツ（部分被害）の伐採状況 アカマツ～広葉樹（部分被害）の伐採状況

後継樹の自然発生状況 ｺﾅﾗ (H=0.2～1.0m)

ﾎｵﾉｷ (H=0.2～1.2m)

ｸﾘ (H=0.2～1.0m)

ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ (H=0.2～0.6m)

後継樹の発生が少ない 後継樹の発生が少ない 草が覆って後継樹の発生が少ない

蛇洞・若宮地区（伐採後）

蛇洞・若宮地区（伐採後） 毘沙門沢地区（伐採前） 毘沙門沢地区（伐採前）
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平成28年度・29年度　新倉山復旧協議会 事業箇所図 資料③-1
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工程
　28年度事業：～8月上旬
　29年度事業：6月26日～12月10日



（環境特性）土が無いか、 

        浅く、乾燥する。 

（環境特性）土が厚め、 

乾燥しにくい。 

（環境特性）土が深く、 

水が多い 

（イ）復旧方針について（樹種の選択） 

  ・山腹位置と適正樹種 

 

 

尾根    

適正樹種：アカマツ、コナラ 

山腹上部 

 

山腹中部 

適正樹種：アカマツ、コナラ、カラマツ、ヒノキ 

 

山腹下部 

適正樹種：カラマツ、ヒノキ、スギ 

山脚 

 

 

 

・山腹方位（山の向き）と適正樹種 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

資料④－1 



（イ）復旧方針について（樹種の選択）

自然ぼう芽（コナラを中心とした広葉樹）

アカマツ

カラマツ

カラマツ

アカマツ

アカマツ

新倉山復旧協議会案

小
洞
沢

大
洞
沢

山の神

資料④－2

南向き斜面（尾根～中腹）　：アカマツ
南向き斜面（中腹～山すそ）：自然ぼう芽（コナラを中心とした広葉樹）
北向き斜面　　　　　　　　　　：カラマツ



「植林」か「自然ぼう
芽」かの選択

施業者の選択
補助金の申請

（標準事業費の70％補助）
植林施業者

※原則施業班単位で
の選択が望ましい。

※植林を林業事業体か
自分でやるかの選択

※県の補助。
5ヵ年の経営計画の申請者
が申請人となる。

林業事業体 新倉山復旧協議会 林業事業体

植　　林

※一部出払いの可能性あり

全部伐採後
個人または団体

（原則、施業班単位で）
新倉山復旧協議会 林業事業体 個人・団体

自然ぼう芽
（費用負担０）

雇用

（イ）復旧方針について（施業者の選択・・・植林施業） 資料⑤－１

発注

発注



下刈り・つる切・除伐など
の保育施業者の選択

補助金申請（標準事業費
の70％県補助）

保育施業者

※県の補助。
5ヵ年の経営計画の申請
者が申請人となる。

林業事業体 新倉山復旧協議会 林業事業体

植林または
自然ぼう芽後の管理

※一部出払いの可能性あり

個人または団体
（原則、施業班単位で）

新倉山復旧協議会 林業事業体 個人・団体

●標準事業費の目安（樹齢、密度などにより変動） ●保育施業の頻度

発注

発注

下刈り：3～7年まで年1回程

つる切：下刈り終了後必要に応じて2～3回

除 伐：下刈り終了後3～6年の間に1回

資料⑤－２

下刈り：15万円～20万円／ha

つる切：4万円～10万円／ha

除 伐：約19万円／ha

（イ）復旧方針について（施業者の選択・・・保育施業）

雇用

新倉山復旧協議会 復旧方針案
植林施業：全部業者委託

保育施業：団体有林の場合は各団体の出払い作業で実施

（ただし新倉山復旧協議会が業者委託をし、請負業者と各団体が雇用形態をとる）

個人有林の場合は全部業者委託




